
，

　
　
　
第
二
巻
　
叢
読
　
南
朝
の
隠
れ
六
る
勤
王
家

も
の
に
し
て
寺
肚
恰
も
一
種
の
學
堂
だ
る
の
槻
を
呈
し
、

憐
れ
に
學
ぶ
も
の
は
多
く
僧
侶
の
子
弟
に
し
て
北
課
昌
に

ぽ
習
字
、
宗
敷
、
天
文
學
、
数
學
、
馨
學
等
な
り
、
所
謂
、

宗
敷
ご
科
學
の
合
一
的
敷
育
を
施
せ
し
こ
ご
省
ほ
現
時
埃

及
「
カ
イ
ロ
」
に
あ
り
て
回
敷
徒
の
高
等
敷
育
を
司
ざ
る

「
エ
ル
、
ア
ッ
ァ
ル
」
（
団
一
　
》
N
ご
P
「
）
の
如
き
も
の
な
り
、

叉
、
立
時
に
於
け
る
尼
は
時
に
萱
笑
婦
の
如
き
賎
業
に
從

事
せ
し
も
の
な
り
こ
す
○

　
謡
一
、
尉
二
手
げ
三
農
。
5
ゴ
”
＞
9
象
。
ε
葺
。
】
β
ξ
一
。
影
一
p
昌
”
】
ム

　
　
〉
。
・
“
・
緊
ユ
碧
〉
コ
ニ
ρ
a
鳳
。
。
・
・
器
8
宍
H
。
鎌
篇
薯
や
糟

　
註
二
、
O
．
づ
、
。
冨
ご
｝
鐸
α
q
。
ヨ
。
宮
ρ
⇒
6
緊
σ
q
。
。
・
o
窪
鴇
幽
二
ひ
・
σ
葺
ε
〉
β
【
－

　
　
一
9
q
ρ
H
一
W
鷲
貿
剛
．
り
●
G
弓
旨
・

　
　
　
ぴ

　
…
証
三
、
H
∴
U
土
柱
。
F
目
H
§
（
一
包
茸
島
ノ
1
．
諺
〔
【
。
一
ぎ
〉
三
冒
喜
覧
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ロ
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q
噂
曝
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U
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冥
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言
・
。
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。
・

第
三
號

七
六
　
　
（
四
四
・
七
）

南
朝
の
隠
れ
れ
ろ
勤
王
家

　
　
　
　
　
　
一
伊
勢
度
會
民
i

剛
　
繕
　
　
言

（
上
）

大
西
　
源
　
一

　
南
勢
地
方
が
吉
野
朝
廷
の
束
藩
こ
し
て
其
の
存
在
に
最

も
重
大
の
鵬
係
あ
り
し
こ
ご
は
、
世
に
知
れ
渡
れ
る
事
實

な
る
が
、
彼
の
北
畠
氏
が
凡
て
之
に
擦
る
の
前
に
當
り
、

此
地
方
の
一
角
山
困
の
地
に
あ
っ
て
勤
王
の
首
唱
者
た
り

し
度
會
一
族
の
事
蹟
に
至
っ
て
は
、
世
嗣
だ
之
を
論
ぜ
る

の
入
あ
る
を
聞
か
す
。
之
れ
度
曾
氏
の
勤
王
が
主
こ
し
て

精
淋
的
方
面
に
關
し
、
此
の
時
代
に
於
け
る
勅
官
勤
王
家

こ
し
て
有
名
な
る
九
州
の
阿
蘇
氏
、
北
陸
の
運
筆
氏
の
如

き
堆
烈
の
事
蹟
を
留
め
ざ
る
に
由
れ
り
ご
雄
、
其
の
精
紳

的
活
動
は
我
が
思
想
史
上
に
最
も
注
意
す
べ
き
一
大
記
録

を
遺
せ
り
。
即
ち
彼
の
度
會
紳
道
な
る
も
の
は
、
此
の
時



代
に
大
成
せ
ら
れ
し
な
り
。
而
し
て
南
朝
の
柱
石
こ
し
て

國
史
上
稀
有
の
偉
人
た
る
北
畠
親
房
公
の
圭
義
信
仰
が
、

度
會
神
遣
に
負
ふ
所
最
も
多
し
ご
冒
せ
ら
る
、
以
上
、
度

會
氏
の
宇
宙
的
活
動
は
南
朝
勤
王
史
に
於
て
最
も
重
要
の

位
置
を
澱
む
る
も
の
淘
る
を
知
る
べ
し
Q
固
よ
り
北
畠
氏

が
伊
勢
に
擦
る
に
至
れ
る
所
以
の
も
の
は
他
に
種
々
の
事

情
あ
る
べ
し
ご
雄
、
此
の
郵
信
的
關
係
の
如
き
、
確
か
に

主
要
な
る
理
由
の
一
な
り
し
ご
思
惟
す
。
左
に
本
問
題
に

つ
き
聯
か
所
見
を
述
べ
て
、
，
隠
れ
た
る
勤
王
家
を
表
彰
せ

ん
こ
す
。

脚
嗣

後
醍
醐
天
皇
討
幕
の
密
謀
と
檜
垣

闘
族
の
鋤
王

　
討
幕
の
霜
謀
端
な
く
漏
れ
、
さ
し
て
ゆ
く
笠
澱
の
瞼
も
、

天
下
唯
一
人
の
主
上
を
守
護
し
奉
る
能
は
す
、
回
天
の
批

圖
回
し
く
水
泡
に
上
し
た
れ
ご
、
元
弘
の
悲
劇
は
志
士
の

奮
起
を
促
し
、
日
な
ら
ず
し
て
建
武
の
中
興
は
成
り
ぬ
。

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
親
　
　
南
朝
の
際
…
れ
雲
る
勤
王
家

伊
勢
荘
官
勤
王
史
の
第
一
頁
は
實
に
此
の
元
弘
攣
に
初
れ

る
が
、
叢
に
特
筆
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
、
當
時
外

宮
長
官
檜
垣
常
昌
が
勅
命
を
奉
じ
て
、
武
家
調
伏
の
所
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

を
執
行
せ
る
こ
ご
な
り
一
〇
そ
は
儒
豊
麗
の
『
豊
葦
原
旧
風

和
記
』
に
も
見
ぬ
た
る
が
、
猫
常
昌
及
内
宮
長
官
萢
木
田

造
成
が
功
に
よ
り
て
三
位
に
叙
せ
ら
れ
贈
る
事
は
、
『
二
宮

禰
宜
補
任
至
要
集
』
に
載
せ
た
る
論
旨
以
下
に
よ
り
て
明

な
り
。

両
営
一
禰
笠
叙
三
位
三

内
宮
一
禰
宜
氏
成
　
元
徳
二
年
四
月
十
七
日
叙
是
上
階
山

外
宮
一
鮪
宜
常
頁
同
日
叙
　
右
二
宮
共
上
階
之
始
也

二
一
宮
一
瀟
寒
荒
木
田
氏
成
依
御
所
灘
一
所
旧
任
從
三
位
也
．
可
存
知

之
旨
可
被
下
知
之
閉
被
仰
下
之
状
娘
件
、

　
元
徳
二

　
四
月
十
七
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
中
辮
　
鋼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
顯

　
ご
司
祭
主
殿

豊
受
太
榊
宮
一
禰
宜
度
會
常
艮
俵
御
所
観
賞
所
主
任
從
三
位
也
，
可
存

第
三
號

毛
七
（
四
四
八
）



第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
南
朝
の
隠
…
れ
ぬ
ろ
鋳
王
家

知
之
旨
可
陛
下
知
之
宙
被
仰
下
之
状
如
件
、

四
月
十
七
日

ご
位
祭
主
殿

　左
　三
光勢
顯
　判

　
れ
い
ぜ
ち
に
、
日
ご
ろ
に
か
は
“
候
ま
・
し
き
そ
，
か
・
し
こ
、

れ
き
か
上
か
い
の
事
、
り
ん
・
し
っ
か
は
さ
れ
候
、
よ
く
ぐ
お
ほ
ゼ
ら

れ
候
て
，
穐
も
御
い
の
り
ほ
ミ
リ
わ
き
申
さ
ふ
ら
へ
、
こ
ミ
・
し
は
ε
に

撫
押
ゼ
の
昇
り
候
へ
き
ご
・
し
に
て
候
、
　
こ
の
L
∴
か
「
い
の
重
炉
は
P
、
　
な
ん
キ
・
に
イ
、

候
つ
れ
ε
も
、
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
御
さ
六
に
て
、
か
六
く
お
ほ
・
し
め

さ
れ
候
む
れ
候
て
、
御
さ
六
四
η
る
、
や
・
し
ろ
／
＼
の
行
か
う
芝
な
る

事
な
く
候
つ
る
に
も
、
行
か
う
な
切
候
ε
に
て
候
に
ト
ぐ
」
、
お
ほ
6
め

さ
れ
て
こ
そ
候
ヘ
ミ
御
さ
六
に
て
候
、

上
隣
度
々
執
奏
之
髭
．
勅
許
無
相
違
縫
子
，
輪
旨
昇
女
房
内
々
寒
書
案

献
之
髄
忽
浴
明
時
Z
仁
政
し
被
耀
維
月
謝
恩
光
差
、
生
前
之
慶
幸
、
老

後
．
之
歎
娯
裁
、
自
愛
之
至
蟹
田
幽
翠
也
、
漁
期
面
謁
省
略
之
、
循
執
逢

如
件
、

　
　
四
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
砥
膿
大
副
鋼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
實
卿

内
一
三
位
殿

外
一
三
位
殿

第
三
號

七
八
　
（
西
四
九
）

上
階
事
相
副
編
旨
遡
源
之
旨
謹
承
単
球
、
此
嫌
敬
具
一
禰
宜
難
令
懇
望

毎
度
被
閣
候
之
膨
、
俵
黙
勲
御
執
奏
無
相
違
被
仰
下
候
之
隆
、
恐
悦
之

至
，
筆
端
難
翌
候
、
只
非
遙
瓦
之
宿
望
、
併
可
塘
瀞
之
威
光
候
哉
、
誠

恐
謹
書
、

　
　
四
月
廿
ご
臼
　
　
　
　
　
　
内
営
踊
笠
荘
木
田
鋼
　
氏
成
卿

上
階
事
柑
副
論
旨
仰
給
論
旨
謹
承
結
了
，
誠
開
度
々
墾
奏
，
忽
蓮
代
々

懇
歎
、
言
明
王
地
洞
澤
、
恭
封
戸
之
鯨
光
、
併
難
詰
算
紳
崇
重
之
叡
信

正
相
當
耐
職
繁
榮
之
忌
引
，
欽
坤
之
至
、
無
比
方
丘
、
於
御
所
濤
智
、

盤
無
怠
、
彌
可
抽
懇
誠
候
、
誠
恐
謹
言
、

　
　
四
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
外
営
補
宜
度
會
列
　
常
頁
卿

『
禰
宜
補
任
至
要
集
』
は
室
町
申
世
の
編
纂
9
に
係
れ
る
が

以
上
の
論
旨
以
下
祭
鞍
状
、
女
房
奉
書
、
両
長
官
奉
答
等

号
は
、
本
書
編
纂
の
當
画
聖
存
し
居
儲
る
度
録
を
牧
載
し

た
る
も
の
こ
思
は
る
Q
而
し
て
叢
に
所
謂
常
良
は
、
檜
垣

常
零
下
圭
の
初
名
な
り
。
由
來
禰
宜
上
階
は
挙
安
朝
以
來

の
宿
願
に
し
て
塵
奏
詰
を
纒
元
れ
ご
、
事
態
重
大
に
し
て



9

容
易
に
勅
許
を
得
ざ
り
し
を
、
此
の
御
代
に
至
り
て
初
め

て
御
沙
汰
あ
り
し
な
り
。
さ
れ
ば
興
村
弘
正
の
『
勢
州
古

今
名
所
集
』
に
も
工
事
を
記
し
て
、

　
　
禰
宜
の
位
階
も
、
延
喜
の
比
ま
で
は
、
從
八
位
を
初
位
ミ
ぜ
ら
れ
し
に
、

　
　
次
第
に
加
級
あ
男
イ
、
、
後
醍
醐
元
徳
年
中
に
、
内
宮
一
画
宜
荒
木
田
氏

　
　
成
、
外
宮
一
油
送
度
會
常
晶
、
同
時
に
從
三
位
に
叙
芭
ら
る
、
常
昌
三

　
　
位
拝
賀
の
時
の
歌
F
、

　
　
一
三
か
く
て
望
み
ほ
三
つ
の
位
由
の
ぼ
り
し
後
を
世
々
に
つ
か
な
ん

　
　
ミ
よ
め
瞬
。
是
を
例
“
こ
し
て
、
ご
営
の
一
藤
霊
は
從
三
位
を
極
位
ピ

　
　
し
、
．
正
糠
禰
霊
は
四
品
ま
で
位
を
つ
む
る
ε
に
成
ぬ
∩
然
る
に
正
親
町
院

　
　
の
御
宇
に
至
熔
て
、
外
宮
乱
撃
宣
度
二
二
眞
，
元
麺
三
年
に
正
三
位
に

　
　
叙
す
。
常
箕
揮
賀
の
歌
に
、

　
　
　
い
に
し
へ
の
後
を
つ
け
ミ
の
乙
の
に
も
か
れ
・
し
け
穴
き
は
勲
…
の
ま

　
　
に
．
く

　
　
ε
よ
め
る
、
ゴ
宮
に
お
み
で
正
三
位
を
．
り
め
む
は
噺
眞
一
入
の
藷
布
也

　
　
ミ
て
、
猴
其
徳
仰
く
へ
斗
・
露
ず
に
や
。

ご
云
へ
り
。
猶
彼
の
女
房
奉
書
に
「
こ
の
上
か
い
の
事
は
、

な
ん
き
に
て
候
つ
れ
こ
も
、
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
御
さ
π
に

て
、
か
耳
翼
お
ほ
し
め
さ
れ
候
む
ね
候
て
」
ご
云
へ
る

第
二
巻
　
　
叢
　
設
　
　
南
朝
の
隠
れ
れ
る
勤
王
家

に
見
て
．
此
の
上
階
勅
許
が
破
格
の
恩
典
た
り
し
事
を
拝

察
す
べ
し
○
そ
は
、
論
旨
の
文
に
も
見
ゆ
る
如
く
御
所
輪

の
賞
な
る
が
、
恩
典
の
容
易
な
ら
ざ
り
し
よ
り
推
し
て
、

其
の
御
所
薦
も
極
め
て
重
、
大
な
る
も
の
た
り
し
を
察
む
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

る
な
り
。
女
房
奉
書
の
上
文
に
「
こ
ご
し
は
・
と
に
御
い
の

り
候
へ
き
年
に
て
候
」
ご
云
ひ
、
叉
「
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ

御
さ
た
に
て
」
な
ご
云
へ
る
は
、
蓮
裡
の
秘
霧
を
曙
示
す

る
に
似
た
り
○
殊
に
此
の
恩
命
の
下
れ
る
元
徳
二
年
の
翌

年
は
、
後
醍
醐
天
皇
討
幕
の
謀
洩
れ
て
、
主
上
遠
島
に
播

遷
の
不
鮮
事
を
生
ぜ
る
元
弘
元
年
な
り
し
事
に
想
到
せ
ば

両
宮
禰
宜
等
が
か
ね
て
勅
命
を
承
は
り
し
御
所
禧
の
如
何

な
る
も
の
な
り
し
か
は
、
火
を
賭
る
よ
り
も
明
な
る
べ
し
G

但
此
の
一
件
に
關
す
る
内
宮
側
の
史
料
は
全
く
闊
如
し
て

事
實
の
詳
細
を
知
る
に
由
な
き
も
、
外
宮
側
の
更
料
こ
し

て
は
『
安
東
郡
専
一
沙
汰
文
』
に
、

　
正
慶
元
年
壬
申
＋
一
月
佐
レ
有
二
武
家
芝
之
事
一
可
レ
有
三
禰
宜
、
常
頁
・

　
　
五
禰
笠
、
頁
織
、
上
塗
二
審
難
レ
被
レ
下
、
度
々
院
宣
侠
レ
有
二
先
帝
御
謀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
七
九
　
（
囚
五
〇
）



〆

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
観
　
　
雨
朝
の
隠
れ
た
る
勤
王
家

　
叛
同
心
沙
汰
｝
、
恐
二
京
都
公
家
武
家
遅
不
墨
之
御
沙
汰
「
無
二
上
洛
之
儀
｝

於
二
蘭
東
奮
陽
葉
撃
髪
殿
馨
へ
江
向
之
間
、
碑
転

潮
蒲
麺
有
驚
護
郡
轟
番
筆
入
・
・
五
夏
期
出
・
之
、

ご
あ
り
て
、
『
禰
宜
補
任
至
要
集
」
に
最
も
有
力
な
る
裏
書

を
な
せ
り
。
『
安
東
寒
流
當
沙
汰
文
』
は
當
時
安
東
郡
の
権

専
當
π
り
し
世
木
盛
光
（
『
度
會
氏
馨
系
譜
』
云
、
春
彦
男

禰
宜
晟
時
二
男
廣
寄
書
代
言
彦
長
官
政
所
、
樺
任
番
槍
、

延
元
元
卒
）
の
事
録
に
し
て
、
今
も
其
の
原
本
を
存
せ
り
◎

さ
れ
ば
其
の
史
的
償
値
の
大
な
る
は
、
事
新
し
く
論
ず
る

迄
も
あ
ら
す
。
當
時
両
宮
の
長
官
等
は
『
至
要
集
』
に
も
見

ゆ
る
如
く
三
家
類
例
な
き
岩
髭
に
預
れ
る
に
よ
b
、
「
先
帝

御
謀
叛
同
心
」
こ
の
嫌
疑
を
受
く
る
位
の
事
は
當
然
な
り

し
ご
思
は
る
。
長
官
常
時
ご
五
禰
宜
良
省
ご
が
幕
府
に
於

て
何
様
の
辮
解
を
な
せ
る
か
は
明
か
な
ら
ざ
る
も
、
幸
に

寄
る
＼
こ
ご
を
得
し
は
、
暴
戻
な
る
高
話
も
流
石
に
帥
威

を
揮
れ
る
な
る
べ
し
。
正
慶
元
年
は
持
明
院
統
の
年
暦
に

し
て
、
即
ち
後
醍
醐
天
皇
の
元
弘
元
年
な
り
。
而
し
て
天

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
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臭
は
、
此
の
年
四
月
を
以
て
隠
岐
に
遷
幸
あ
り
き
。
常
畠

長
官
ご
良
爾
電
導
．
・
』
が
東
行
の
乗
船
地
搾
り
し
有
瀧
は
、

宮
川
河
口
左
岸
に
近
き
瀕
海
の
地
に
し
て
、
今
、
度
會
郡

北
柏
村
に
属
し
、
彼
の
延
元
三
年
に
義
良
親
王
及
北
畠
親

房
等
の
奥
州
下
向
軍
が
舟
師
を
整
へ
把
り
し
湊
ご
は
、
憶

川
本
流
を
隔
て
、
相
樹
せ
り
。
常
昌
は
此
の
後
も
絶
ぬ
す

術
翰
に
心
を
寄
せ
π
り
。
皇
遣
の
陵
夷
を
憂
へ
、
僧
慈
遍

ご
蔭
り
て
帥
道
鼓
吹
に
努
力
し
元
る
如
き
は
、
其
の
最
も

顯
著
な
る
事
蹟
な
り
。
事
下
條
に
詳
悉
す
。

　
　
　
　
三
　
伊
勢
紳
宮
に
於
け
る
南
朝
窯
の

　
　
　
　
　
　
柱
石
檜
一
一
昌

　
伊
勢
憩
宮
の
議
官
中
、
宮
後
朝
棟
ご
南
朝
こ
の
闇
に
は

一
個
小
説
的
の
説
話
を
傳
へ
写
れ
ご
、
檜
垣
常
昌
は
南
朝

に
面
し
て
、
よ
り
以
上
に
重
き
を
な
し
た
り
し
な
り
。
常

昌
は
豊
受
大
神
宮
一
禰
宜
貞
省
紳
圭
の
子
な
り
。
其
の
一

代
の
事
歴
は
品
評
含
の
『
紳
悪
銀
疑
篇
』
に
、



　　

n
三
位
豊
叢
堂
階
之
誼
也
、
後
饗
夢
莚
蕉
多
。

　
　
亦
嗜
一
…
和
歌
｝
、
秘
義
編
二
曲
玉
葉
績
後
姶
遺
薪
千
載
【
、
又
元
亨
二
年

　
　
北
御
門
歌
合
建
武
元
年
八
月
十
五
日
夜
聯
主
朝
寒
亭
會
名
歌
多
在
當
、

　
　
町
彫
未
レ
帝
日
撰
蓮
之
害
一
、
元
徳
元
年
油
進
氏
系
圏
漢
字
沙
汰
女
等
禾

　
　
レ
足
レ
知
【
幸
織
｝
也
、
唯
有
二
醤
事
本
館
玄
義
序
一
、

ご
云
へ
る
も
の
、
能
く
共
の
要
を
得
た
り
。
叉
河
崎
延
頁

の
『
蟄
居
紀
談
』
に
は
、

　
　
　
　
常
昌
一
画

　
　
檜
垣
一
備
究
從
．
二
位
度
會
常
昌
卿
は
、
學
オ
冨
で
．
榊
道
に
耀
し
く
」

　
　
心
聖
明
微
な
り
し
ゅ
へ
に
、
嬢
瞼
あ
ら
ほ
れ
・
し
人
皇
。
學
材
の
程
に
奮

　
　
事
紀
立
義
の
序
，
文
保
法
R
R
の
聡
宣
に
・
し
て
も
暑
見
つ
べ
・
し
。
丈
保
二

　
　
年
滲
富
の
禁
忌
服
假
の
令
際
を
撰
定
給
へ
り
。
こ
れ
よ
り
忌
服
の
星
羅

　
　
開
に
ご
て
、
狼
雑
な
る
惑
ひ
な
し
。
元
徳
元
年
度
會
姓
の
族
系
を
質
し

　
．
イ
・
、
　
祭
＋
濫
隆
實
卿
へ
注
進
・
し
給
へ
り
O
凱
ハ
よ
疑
り
ゅ
不
一
正
・
し
く
、
山
又
流
柵
明
か

　
　
に
し
て
、
紛
紙
り
上
れ
な
し
。
些
一
書
ほ
紳
営
の
綱
頷
チ
そ
萬
世
不

　
鞘
刈
の
典
故
ミ
い
ふ
べ
・
し
。
申
煩
同
僚
ご
相
挑
め
る
事
有
て
、
轍
訴
に
及

　
　
三
時
、
瀞
前
に
木
の
葉
を
蛇
穿
る
瑞
あ
り
。
こ
れ
を
謎
で
見
れ
ば
．
す

　
　
な
は
ち
歌
猴
り
。

　
　
　
…
常
日
臼
を
つ
ね
に
唱
日
量
ろ
糞
に
懸
・
し
き
に
．
何
か
へ
☆
イ
、
ん
旧
誼
飯
「
の
て
り
申
り

　
　
同
僚
は
雌
瑞
を
も
用
ひ
す
奏
聞
ぜ
ら
に
、
又
主
上
の
御
下
に
も
お
な
ご

第
二
巻
　
　
叢
凱
　
　
南
朝
の
聡
れ
磐
る
勤
壬
家

　
　
く
木
の
葉
の
謹
め
り
け
れ
ば
。
轍
訴
を
し
り
ぞ
σ
ま
し
ま
ぜ
し
縞
い
ひ

　
　
つ
六
へ
て
、
　
A
「
も
猴
・
此
歌
を
酎
兄
輩
迄
も
一
口
才
3
さ
・
か
重
な
・
し
け
り
〇
　
一
目
四

　
　
謬
聾
し
給
ひ
て
、
高
宮
り
坂
の
中
に
し
て
離
昇
あ
が
り
登
天
し
給
ひ
し

　
　
ぐ
」
云
鱒
六
る
也
。
高
宮
り
石
壇
に
袖
摺
雇
魏
曳
石
こ
い
ふ
二
つ
の
石
あ

　
　
り
。
争
乱
の
瞬
由
繰
あ
ろ
石
な
り
書
い
ひ
傳
ふ
ろ
な
り
。
叉
岩
戸
出
の

　
　
西
北
の
亭
岡
に
飛
祉
ご
い
ふ
小
祠
有
、
常
晶
天
上
に
飛
登
り
給
ひ
こ
一
9

　
　
へ
に
b
虻
ハ
・
し
る
・
し
に
小
淵
旧
を
建
て
飛
…
瀧
ご
務
・
し
け
》
る
ご
．
調
。
近
頃
ま
で

　
　
小
祠
の
有
け
う
に
今
に
小
祠
も
な
く
鮭
吐
を
も
畑
に
な
・
し
て
、
松
二
三

　
　
株
少
計
の
石
積
の
あ
嬉
け
る
は
．
僕
等
を
は
じ
め
．
度
愈
姓
の
輩
は
彼

　
　
小
祠
を
俣
護
・
し
て
、
　
参
弾
を
な
し
奉
る
べ
き
を
、
飛
就
の
名
を
だ
に
知

　
　
る
人
な
し
。

こ
も
見
ゆ
、
木
葉
の
奇
瑞
、
寒
天
の
怪
諌
は
『
等
々
拾
遣
』

に
夙
一
之
を
載
せ
、
『
本
朝
語
園
』
『
勢
陽
軍
記
』
『
崎
人
百

人
一
首
』
等
に
よ
り
て
挺
に
喧
劃
し
陀
る
が
、
喜
早
清
在

の
『
園
櫨
閑
談
』
に
、

　
　
照
順
鷹
職
二
年
外
営
煙
m
一
目
長
石
戯
目
同
語
H
坂
申
ヨ
リ
申
風
チ
路
心
し
テ
家
二
於
テ
菖
鵡

　
　
ス
。
後
人
ノ
傳
説
常
旨
国
此
坂
中
ヨ
リ
昇
天
ス
ト
云
。
高
富
薄
キ
日
次
ノ

　
　
記
二
、
内
入
物
忌
等
ノ
死
シ
タ
ル
ニ
、
伺
年
心
月
ノ
珂
日
．
物
忌
菓
天

　
　
ト
…
ス
ト
云
ヘ
リ
〇
六
十
無
慮
、
尉
マ
テ
ハ
皆
然
翫
O

第
、
三
號
八
一
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第
ご
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
南
朝
の
隠
れ
れ
ろ
勤
王
家

ご
論
越
る
は
、
さ
る
事
な
る
べ
し
。
同
僚
こ
の
講
訟
は
服

忌
の
焚
火
を
私
に
許
せ
る
に
由
れ
り
ご
『
雑
々
拾
遽
』
等
に

は
記
し
た
れ
ご
、
此
の
頃
外
宮
の
神
官
は
南
朝
黙
の
み
に

も
聾
す
、
禰
宜
十
員
申
檜
垣
、
宮
後
、
村
松
諸
氏
を
除
く

の
外
は
北
朝
に
心
を
寄
せ
仁
り
し
か
ば
、
或
は
此
の
両
翠

眉
に
残
生
上
の
確
執
あ
り
、
長
官
孚
奪
制
動
の
行
は
れ
し

に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
前
掲
の
奇
瑞
の
如
き
は
も
こ
一
瘍
の

小
説
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
か
、
る
小
説
の
行
は
れ
居
る
こ
ご

に
よ
り
て
も
、
常
昌
長
官
が
學
徳
優
秀
の
偉
人
た
り
し
こ

ご
を
想
像
し
得
ら
る
、
な
り
Q
飛
肚
の
遺
跡
は
、
今
も
宇

治
山
田
市
浦
口
町
旦
過
山
の
上
1
1
↑
存
す
。
或
は
常
昌
の
墳

墓
な
る
べ
し
Q

杉
木
吉
院
の
『
小
祠
比
呂
飛
』
に
は
、

　
　
・
轟
轟
加
臨
書
識
畦
古
・
石
瀬
鞍
ζ
、
丘
・
上
・
祠

　
　
ア
リ
、
鳥
居
ア
サ
、
土
俗
山
紳
三
碧
、
一
設
二
此
忌
地
ハ
輪
…
垣
氏
内
膳

　
　
ノ
支
配
三
プ
、
毎
正
月
懸
物
テ
献
ジ
祭
ラ
ル
・
卜
云
フ
、
古
老
ノ
設
二

　
昔
シ
常
昌
長
官
高
宮
ノ
坂
ヨ
η
登
天
シ
玉
ヒ
シ
ト
キ
、
冠
ノ
題
此
地
二

　
落
チ
亜
η
シ
チ
祭
テ
小
商
建
テ
飛
漱
卜
云
、
按
平
常
晶
ノ
廟
所
ナ
ラ
ン

第
三
號
　
八
二
　
（
四
五
三
〉

　
　
カ
、

な
ざ
、
記
し
た
ウ
O
．
猶
総
髪
の
事
、
騎
．
勢
州
維
素
往
生
験

記
』
に
も
晃
ゆ
。

　
　
紳
無
常
畠
始
名
薬
頁
，
大
廟
神
冒
．
嘗
爲
二
祭
‡
ご
、
　
元
徳
二
年
庚
午

　
叙
∴
從
三
位
｝
、
不
レ
食
二
輩
二
一
、
終
臼
禮
佛
議
麗
，
手
持
一
念
珠
一
課
二
懲

　
號
一
，
暇
日
親
彫
二
刻
佛
像
一
、
尤
得
二
其
妙
一
、
俗
喚
日
二
伊
勢
安
陶
蠣
一
、

雛
籔
韓
灘
及
蓋
施
・
葵
之
筆
，
然
擦
嫉
・
姦
、
被

　
何
瞳
二
惑
一
法
【
、
日
用
所
行
全
周
二
浄
屠
一
．
乾
砲
痘
レ
儂
、
似
二
罰
工

　
匠
【
b
非
玉
口
徒
所
一
レ
宜
レ
翁
也
，
二
二
背
皇
基
一
、
鍛
海
軍
風
「
、
覚
レ

　
糠
二
棄
之
一
、
相
輿
鳴
レ
鼓
攻
レ
之
可
也
、
塗
以
疑
逐
，
常
昌
大
息
日
鴉

　
呼
吾
騨
明
設
レ
敏
也
、
正
直
爲
レ
道
仁
愛
爲
レ
本
、
是
即
鐸
野
鴨
レ
謂
李
等

　
慈
悲
膚
也
．
廟
異
而
義
同
也
、
然
愚
俗
徒
以
二
人
置
一
驚
峻
庸
門
鵠
一
，
悪
二

　
異
レ
巳
盾
印
、
嘘
我
逝
突
，
塗
炭
小
レ
二
二
久
虚
一
，
口
沫
浴
齋
戒
朝
服
詣
二

　
大
簡
鱈
下
「
、
時
鍛
帳
自
開
，
御
簾
尚
捲
．
常
二
一
レ
笏
、
鞠
躬
昇
レ
搬

　
途
不
＝
復
遠
一
、
寒
露
慮
二
年
理
学
七
月
廿
七
目
也
、
一
書
ム
、
同
僚
．
誹
二

　
常
昌
予
官
一
、
斯
日
官
爵
及
廟
前
虫
食
二
樹
齢
「
，
自
爲
二
和
歌
二
云
云
、

　
以
レ
故
免
二
野
塑
、
常
昌
不
レ
背
レ
単
二
濁
流
一
也
、
馨
二
練
墨
白
日

　
登
レ
天
去
．
諏
、
信
知
常
葉
爲
ビ
榊
官
宗
「
、
鋳
口
二
三
化
人
」
也
　
域
云
、

　
以
レ
毒
単
二
共
家
「
，

以
．
上
の
記
事
は
本
書
の
性
質
よ
り
し
て
多
少
の
誇
張
を



免
れ
す
ご
雄
、
常
磁
が
帥
佛
一
致
の
主
義
の
下
に
寒
乎
た

る
僑
仰
を
有
せ
る
事
は
、
信
慈
遍
こ
の
交
情
に
も
徴
す
べ

し
。
此
の
事
、
猶
後
條
に
詳
説
す
べ
し
Q

　
常
昌
騨
主
は
、
延
元
四
年
七
月
’
廿
七
目
、
七
十
七
歳
の

高
齢
を
以
て
軒
燈
り
。
共
の
官
歴
は
『
二
翫
太
沸
宮
正
員

禰
宜
縛
補
次
第
記
』
に
、

　
　
櫓
垣
吹
名
常
晶

　
常
艮
　
　
　
一
藤
宜
二
二
次
男
、
正
懸
五
年
五
月
廿
日
任
輔
宜
，
正
和
五

　
從
三
位
　
年
七
月
甘
八
日
爲
一
書
宣
延
元
四
年
掛
月
賛
三
日
譲
孫
子
常

　
　
　
　
　
躬
、
佃
不
蓮
輔
仕
、
二
月
骨
七
日
七
十
七
、
禰
観
廿
七
年
、

　
　
　
　
　
長
官
廿
四
年
、
景
紳
政
所
三
主
、
本
タ
雅
香
世
木
　
出
納
所

　
　
　
　
　
藤
光
紳
圭
，
次
一
己
園
、
次
光
藤
刀
圭
、
巳
よ
三
人
、

ご
あ
る
に
招
け
し
Q
叉
元
弘
元
年
に
後
醍
醐
天
皇
の
密
謀

に
與
れ
る
由
の
嫌
疑
に
よ
り
て
、
常
昌
ご
共
に
鎌
倉
に
下

れ
る
五
禰
宜
良
省
に
就
て
は
、

　
　
改
名
夏
陶

　
　
四
頁
蔭
　
嘉
元
二
年
†
臨
月
加
補
職
負
、
延
元
四
年
已
卯
握
月
汁
一
躍

　
　
　
　
　
　
卒
去
、

ご
見
ね
た
り
Q
良
術
は
一
禰
宜
常
爾
の
嫡
男
に
し
て
、
即

第
二
巻
　
　
叢
　
設
　
　
南
朝
の
隠
れ
れ
る
勤
土
家

ち
常
昌
の
甥
な
り
。
其
の
子
蝋
画
亦
延
元
四
年
五
月
四
日

奮
朝
よ
り
禰
宜
に
補
せ
ら
る
、
由
を
記
し
た
れ
ば
、
父
、
・
」

同
じ
く
志
を
南
朝
に
寄
せ
た
り
け
む
。
但
事
蹟
の
徽
す
べ

き
も
の
な
し
○

　
常
昌
の
著
書
こ
し
て
其
の
識
見
を
見
る
べ
き
は
、
『
奮

事
紀
玄
義
序
』
あ
る
の
み
つ
世
に
『
丈
保
服
假
命
』
ご
還
す
る

も
の
あ
り
、
花
園
天
皇
の
交
保
二
年
二
刀
十
七
日
昌
昌
の

長
官
た
り
し
時
，
美
濃
、
尾
張
、
乱
臣
の
墾
宮
者
に
下
せ

る
精
進
法
に
し
て
、
傳
へ
て
常
昌
の
作
ご
辮
す
れ
ご
、
確

説
な
く
、
唯
常
昌
の
是
に
興
れ
る
事
を
察
し
得
べ
き
の
み
。

領
野
懸
魂
潮
影
螺
蝿
茂
題
麻
耀
『
睾
沙
汰

丈
』
及
『
元
徳
系
圖
』
に
至
て
は
、
共
に
常
昌
の
集
録
、
二
進

に
係
る
事
、
共
の
奥
書
に
助
な
り
∩
『
系
圖
』
奥
書
云
、

　
　
宥
雨
門
撹
任
正
槻
醐
宜
系
圃
井
不
知
盤
跡
輩
等
交
名
如
斯
亀
若
有
遽
漏

　
　
相
補
事
、
潮
繋
鼎
呂
也
、
彷
注
蓬
如
件
、

　
　
　
元
徳
元
年
十
一
月
日

　
　
胴
上
云
此
系
圃
者
祭
圭
隆
運
卿
暫
時
月
蝕
注
進
之
由
就
直
撃
榊
富
外
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
八
三
　
（
四
五
四
）



　
　
　
第
二
小
目
　
　
叢
　
説
　
　
酵
朝
の
賑
鵬
六
ろ
勤
王
寅
～

　
　
一
期
覚
常
昌
卿
被
注
甦
之
畢
、
縄
任
正
逝
宝
犠
嘗
五
笹
毒
害
，
於
當
任

　
　
山
ハ
位
拝
先
亡
之
輩
箪
寸
跡
伯
不
吉
淀
桝
目
硝
也
b
導
出
仙
鮎
者
競
み
仔
か
晶
へ
・
「
也
、
鉦
韻

　
　
貼
者
亡
者
也
り

蓋
本
書
は
現
存
度
會
氏
最
古
の
系
圖
に
係
り
、
若
し
此
の

書
偽
か
り
せ
ば
、
同
氏
の
古
系
は
全
一
煙
晦
に
回
し
了
る

べ
か
b
し
鱈
1
5
り
○
さ
れ
ば
是
が
贈
進
者
把
り
し
常
昌
神
主

の
功
は
、
最
も
偉
大
に
し
て
且
不
朽
な
h
ご
云
ふ
べ
し
。

　
常
三
又
和
歌
に
巧
な
り
。
三
味
す
る
庭
『
玉
葉
』
『
績
後

拾
遺
』
『
新
千
載
』
呼
集
に
各
プ
首
を
探
録
す
。
叉
『
外
官

北
御
門
歌
合
』
及
『
建
武
元
年
朝
棟
亭
歌
會
』
に
聴
す
る
麩

昌
昌
の
作
歌
多
し
。
左
に
其
の
数
首
を
摘
出
せ
ん
○

　
　
　
　
　
玉
葉
丁
　
懲
歌
二

　
　
題
し
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
度
常
頁

　
連
事
の
空
・
し
き
名
の
み
残
・
し
置
て
窮
は
な
・
き
数
に
聞
斗
や
起
さ
れ
む

　
　
　
　
　
綴
後
婚
逡
二
十
　
瀦
瓶
歌

　
　
題
し
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
會
堂
艮

　
　
民
の
六
め
世
の
六
あ
潤
る
紳
わ
さ
の
・
し
け
き
御
製
は
猫
そ
榮
に
む

　
　
・
暦
博
戴
十
浄
紙
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
三
位
遺
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
三
　
號
　
　
八
四
　
　
（
四
五
五
）

　
　
是
心
毘
の
天
照
る
紳
の
天
地
を
｛
T
ろ
・
し
ろ
・
し
の
千
木
の
か
れ
そ
・
さ

　
　
　
　
　
　
外
寛
一
罷
細
工
門
一
歌
津
七
十
一
ご
鑑
識

　
　
　
憩
　
瓶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
　
頁

　
　
見
し
め
羅
れ
の
み
を
か
く
る
か
ひ
あ
ら
ば
瀞
の
心
も
さ
そ
な
び
く
覧

　
　
　
　
　
　
建
話
武
元
年
朝
妻
亭
獣
禽
口

　
　
　
・
名
所
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎
三
位
常
闘
日

　
　
愚
な
き
秋
の
傘
の
月
叛
心
浦
を
あ
か
し
ピ
人
の
い
び
σ
ん

　
　
　
　
　
遜
僧
慈
遍
選
縮
写
長
官
選
の
踊
係

　
度
會
氏
の
勤
王
に
つ
き
て
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
、
僧

慈
遍
ご
常
昌
長
官
こ
の
關
係
是
な
り
。
『
卜
部
系
圏
』
を
按

ず
る
に
、
慈
遍
は
鍍
顯
の
子
に
し
て
黛
好
の
兄
な
り
。
師

蟹
の
『
本
朝
高
信
傳
」
十
七
塞
蔓
、
江
州
叡
山
沙
門
慈
遍
傳
」

あ
り
○
曰
く
、

　
繹
二
二
論
理
人
、
吉
聞
卜
部
染
丁
子
、
兼
好
弟
也
、
弱
登
二
容
峯
一
剃
髪

　
　
真
戒
b
近
二
事
碩
匠
［
t
攣
【
二
大
台
敏
一
、
叉
以
二
世
業
一
精
二
博
紳
書
一
，

　
後
乾
干
帝
召
閤
謡
佛
涜
淋
道
一
、
常
在
二
南
朝
一
任
二
大
駕
正
一
、
遍
著
二

　
淋
風
和
記
三
巻
「
、
世
人
玩
レ
之
、
不
レ
詳
二
叉
卒
「
夷
、

管
巻
の
學
問
輕
歴
以
て
見
る
べ
し
。
其
の
帥
溢
に
於
け
る



署
蓮
に
回
国
事
本
紀
玄
義
』
五
畿
、
『
豊
葦
原
藤
風
和
記
』
三

巻
あ
り
。
『
和
記
』
下
窓
、
酢
煮
誓
別
事
の
條
に
凝
る
庭
、

彼
が
道
道
説
の
経
路
を
見
る
べ
き
も
の
あ
り
。
左
に
之
を

輯
載
せ
ん
。

　
…
抑
縁
部
遡
㎜
禦
騨
道
二
趣
キ
、
コ
ト
ニ
盤
小
額
テ
慧
ミ
器
ル
超
』
ハ
、
去
ル
一
兀

　
懲
ノ
年
夢
ノ
中
二
神
勅
テ
承
〃
二
依
ア
、
先
導
櫻
論
三
巻
テ
撰
・
ミ
佛
憩

　
　
ノ
冥
験
テ
理
”
翼
俗
ノ
興
腰
テ
明
ラ
ム
然
テ
故
宜
長
常
昌
三
品
嚢
．
聞
シ

　
奉
り
シ
カ
バ
，
叡
覧
ア
リ
、
巳
二
一
雷
テ
下
サ
ソ
御
翠
雲
ベ
シ
ト
ナ
ン
、

　
其
次
ノ
日
．
叡
田
（
行
幸
卜
聞
（
侍
り
、
其
後
兎
角
有
プ
回
廊
外
二
隠

　
岐
（
渡
ラ
七
難
し
シ
間
、
且
ハ
皇
道
ノ
駿
ソ
ソ
事
テ
歎
ヒ
テ
、
常
員
郷

　
頻
り
二
二
宣
の
趣
テ
委
ク
尋
シ
ム
ベ
キ
由
ス
、
メ
侍
リ
シ
カ
バ
、
御
願

　
　
チ
断
り
由
」
サ
ン
が
爲
二
、
輪
二
分
テ
帥
職
迫
テ
撰
ビ
奉
ル
、
粥
開
ル
燕
国
錨
綴
紐

　
　
ニ
ソ
キ
テ
其
玄
義
町
制
各
＋
巻
，
叉
大
宗
秘
府
ニ
ツ
キ
テ
其
要
丈
六
倦

　
　
チ
シ
ル
ス
、
井
二
神
紙
玄
畏
圃
三
巻
，
榊
皇
山
各
女
…
圃
一
巻
、
古
語
類
髪

　
集
配
＋
巻
、
叉
生
麺
一
巻
、
已
上
八
十
一
拳
既
二
上
覧
二
備
（
奉
”
ヌ
、

　
三
又
添
ク
モ
國
　
母
ノ
一
詔
テ
承
テ
此
和
加
泓
テ
三
巻
シ
ル
シ
上
ル
所
也
、
線

　
　
モ
吾
國
ノ
人
ト
シ
テ
ハ
，
高
キ
モ
賎
キ
モ
必
ズ
旧
風
ノ
敏
テ
バ
知
り
奉

　
　
ル
ペ
卑
者
「
也
、
方
二
黒
勅
ニ
チ
ナ
ミ
テ
隔
同
ジ
ク
山
偏
子
ク
見
ヤ
ス
カ

　
ラ
ン
爲
二
、
加
襟
二
撰
ビ
土
ゲ
侍
り
ヌ
、
笹
戸
字
チ
和
グ
ル
心
ハ
ア
ラ

　
ザ
ゾ
ド
モ
、
鑑
言
ナ
ホ
愛
東
ナ
カ
ラ
ン
人
モ
ァ
ル
ベ
シ
、
所
以
二
犠
ム

第
二
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
粥
朝
の
隠
れ
れ
ろ
勤
王
家

　
　
虚
、
＋
段
二
寳
キ
テ
彼
段
々
ゴ
ト
ニ
紙
魚
チ
出
ス
・
云
々
．

是
に
依
れ
ば
、
彼
は
元
徳
中
『
淋
懐
論
』
三
巷
を
撰
び
て
両

部
祠
進
を
唱
へ
た
る
が
、
其
書
は
常
並
長
官
の
執
奏
に
依

り
て
乙
夜
の
覧
に
さ
へ
入
れ
り
。
後
更
に
共
の
懲
悪
に
よ

・
り
て
『
警
事
本
紀
玄
義
』
『
同
学
句
』
各
山
ハ
憲
、
『
大
心
ホ
秘
府
預
ス

嵩上

x山

n
憲
、
『
融
旧
瓢
脳
す
二
一
圖
〔
惣
二
巷
、
『
紳
白
王
旧
各
・
文
周
二
一
岩
、

『
古
語
類
要
望
』
五
十
憲
及
他
に
一
目
、
合
計
入
十
一
憲
を

記
遽
し
て
藁
葺
に
供
へ
た
る
が
、
此
等
の
書
は
稽
高
省
に

過
ぎ
て
俗
耳
に
入
b
難
き
を
以
て
、
聖
母
の
詔
を
奉
じ
て
、

婦
女
董
幼
の
爲
に
此
の
『
融
，
風
和
記
』
三
一
を
撰
べ
る
な

り
。
彼
が
南
朝
に
覧
て
御
信
任
の
厚
か
b
し
こ
ご
實
に
此

の
如
し
Q
　
　
　
　
　
、

　
僧
事
遍
ご
常
昌
長
官
こ
の
閣
係
も
亦
『
雪
風
和
記
』
の
記

事
に
よ
り
て
暑
ぽ
想
像
す
る
に
難
か
ら
す
ご
難
、
常
昌
長

官
が
郵
貯
の
爲
に
撰
べ
る
『
態
事
本
紀
玄
義
序
』
は
、
特
に

之
を
遽
る
こ
ご
詳
な
り
○
之
に
曰
く
、

　
　
夫
榊
之
爲
レ
融
者
、
先
二
天
地
［
之
牌
也
、
遣
之
爲
レ
道
春
、
超
二
乾
塾

第
三
曲
概
　
　
一
八
五
　
　
（
M
四
五
山
ハ
）



第
二
巻
　
　
叢
、
設
　
　
宙
朝
の
隠
れ
覧
。
勤
王
家

　
　
ナ
濫
也
、
非
【
識
所
「
レ
識
，
書
蓄
鷲
レ
纂
『
慨
脇
二
正
直
溝
浄
一
、
自

　
　
餐
｝
國
常
立
璽
一
夷
、
一
締
始
顯
、
二
儀
灌
鯛
以
來
、
明
暗
有
レ
異
、
正

　
邪
不
レ
同
、
蓋
是
大
日
貴
勲
鑑
鳴
鏑
而
巳
，
凡
事
々
物
々
皆
倶
生
紳
、

　
　
去
々
三
々
悉
備
二
需
権
「
、
然
蒲
究
レ
源
之
彙
、
稀
二
於
麟
角
一
、
迷
レ
流

　　

p
、
欝
．
鍵
要
録
肇
、
於
・
・
蓋
難
馨
、
卜
・
謹
之

　
　
線
邊
」
｝
爲
ニ
ニ
寓
法
樂
一
、
講
二
露
華
グ
圓
意
【
、
蓮
二
蓬
萬
句
【
、
鋼
重

　
　
光
不
レ
昧
、
塾
稚
千
章
一
、
今
樂
説
無
レ
窮
、
就
レ
中
毒
…
梯
ぬ
芝
玄
糧
「
、

　
　
蓮
二
瀞
乗
之
幽
致
二
、
閑
閣
二
灰
・
膏
之
旨
趨
一
、
轟
同
一
一
累
組
ク
傳
來
一
、
愚

　
　
老
感
『
写
膓
」
、
不
レ
堪
レ
贈
進
臨
二
法
莚
一
諾
二
夕
陽
承
之
大
傳
【
．
賢

　
　
師
唾
微
晩
不
レ
書
｝
強
導
「
二
兀
由
一
、
但
謂
二
嬢
夢
之
雅
訓
「
倍
審
理
聖

蟄
、
匪
・
直
也
ム
、
寒
雲
㌍
妙
甕
滋
・
、
価
無
。
鱗

　
　
非
二
三
府
昏
夢
三
者
「
、
而
披
二
三
道
之
庇
典
一
，
非
二
毛
意
三
雲
レ
密
二
一
、

　
　
談
｝
一
我
家
之
奥
籟
一
、
鍍
暴
二
畜
懐
一
、
諭
二
二
郡
禽
一
、
晦
樫
昌
三
智
一
儲
，

　
　
挑
二
夫
代
一
三
一
一
、
須
下
紗
二
謄
膿
一
以
榮
巾
後
肩
之
智
鏡
上
、
所
以
靱
二

　
　
亥
興
一
レ
疏
．
各
庫
｝
十
巻
｝
、
蕨
詮
二
大
宗
「
、
別
三
三
ハ
二
一
、
伽
之
類

　
　
要
事
五
十
巻
金
元
要
圏
一
巻
、
惣
而
瀬
二
戸
福
機
、
聖
化
至
徳
在
レ
斯
、

　
　
矛
レ
臨
元
肱
鑓
二
7
暦
仲
秋
上
旬
之
天
、
大
願
官
長
銀
青
光
緑
大
夫
常

　
　
　
　
・
○
序
一
作

　
　
頁
序

　
　
　
　
謹
書

『
玄
義
』
第
五
懇
奥
書
．
亦
二
入
者
の
㈱
係
を
見
る
に
足
れ

’
9
0

第
三
號
　
八
六
　
（
四
五
七
）

　
　
凡
蕊
事
本
紀
看
、
聖
徳
太
子
製
作
、
本
書
†
巻
也
、
依
L
爲
二
無
鮎
一
、

　
　
可
レ
繍
レ
黙
之
旨
．
難
レ
被
レ
下
二
勅
於
瀞
宮
一
、
上
吉
書
今
更
難
レ
蜘
レ
黙

　
　
之
間
、
奉
レ
斬
二
詰
尊
紳
一
之
慮
、
常
作
者
慈
漏
斗
二
法
華
法
樂
［
來
翅
之

　
　
刻
b
予
レ
時
宜
聴
霊
二
三
晶
等
冷
レ
屈
レ
之
、
作
二
廿
巷
書
編
二
叡
撃
、

　
　
所
謂
立
義
交
句
是
也
，
価
二
十
重
之
内
以
二
四
五
九
一
儒
ご
秘
管
一
、
然
綾

　
　
蓮
二
多
年
之
功
一
、
剰
三
二
此
志
［
、
企
二
二
洛
一
、
所
レ
令
二
傳
授
一
者
也
、

　
　
努
努
不
レ
可
レ
出
二
窓
中
一
、
、
頓
奄
再
論
々
々
敬
白
，

　
　
　
　
擬
騒
二
年
習
癖
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
大
中
臣
朝
臣
剣

道
昌
が
、
無
稽
に
謝
す
る
傾
倒
の
妖
は
、
『
蕉
事
本
紀
玄
義

序
』
に
急
調
な
り
。
三
吉
田
家
に
生
れ
て
ト
部
潮
道
を
傳
へ

且
叡
山
に
密
激
の
要
冒
を
窺
へ
る
彼
れ
慈
遍
の
紳
道
が
、

両
部
習
合
説
な
る
こ
ご
は
云
ふ
迄
も
無
き
事
な
が
ら
、
常

日
等
の
傳
へ
誤
る
一
目
遣
道
ご
雄
、
要
す
る
に
両
部
紳
滋

に
外
な
ら
す
。
『
玄
義
序
』
に
常
昌
が
揚
言
し
て
「
聞
所
言

之
旨
趣
［
離
塁
二
累
謝
絶
傳
寵
し
ご
云
へ
る
は
、
正
し
く
儒

ら
ざ
る
告
臼
な
り
。
而
し
て
莫
の
「
暗
調
我
家
之
奥
顯
一
故

暴
瓢
雷
憐
傑
一
楡
蛇
卵
｝
和
爾
一
」
ご
云
へ
る
に
労
す
れ
ば
、
戴
心
遜

の
紳
道
が
度
會
紳
道
の
影
響
を
受
け
把
る
は
、
極
め
て
顕



著
な
り
．
三
畜
ふ
べ
し
。

　
斯
く
て
慈
遍
、
こ
常
昌
ご
は
、
其
の
憩
道
論
に
於
て
共
鳴

し
た
り
。
伊
勢
に
於
け
る
晦
朝
無
の
根
抵
は
、
實
に
此
の

二
人
者
の
精
紳
的
結
合
に
あ
り
き
Q
慈
遍
が
伊
勢
に
耽
れ

る
理
由
は
、
二
宮
法
華
三
島
の
歩
め
な
り
し
、
こ
は
彼
の
、

『
立
義
』
に
云
ふ
、
所
な
れ
ざ
、
如
斯
は
輩
に
表
面
の
事
實
に

止
り
、
裏
面
に
一
大
秘
密
の
潜
め
る
事
は
ヤ
史
眼
炬
の
如

き
も
の
に
非
す
ご
難
、
容
易
に
看
破
し
得
る
庭
な
る
べ
し
。

蓋
後
醍
醐
天
皇
．
こ
常
に
密
楼
の
關
係
を
曝
せ
る
叡
山
の
僧

侶
に
し
て
、
特
に
天
皇
の
御
信
任
を
蒙
れ
る
彼
れ
慈
遍
の

伊
勢
下
同
は
、
決
し
て
法
華
法
論
ご
云
ふ
が
如
き
篇
畢
な

る
も
の
把
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

考
慮
學
者
窟
飢
黒
藻
友
翁
（
中
）

　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
阪
倉
篤
太
鄭

　
　
　
闘
晶
　
蒔
　
　
勢

二
時
の
我
が
學
界
に
は
、
和
漢
を
逼
じ
て
考
讃
學
流
行

　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
翫
　
　
考
謹
攣
者
ε
し
て
の
俘
信
友
翁

の
趨
勢
が
特
に
著
し
く
あ
っ
た
。
抑
考
二
心
の
源
流
は
い

ふ
ま
で
も
な
く
支
那
に
あ
っ
て
、
宋
儒
性
理
説
の
反
動
こ

し
て
漢
唐
の
訓
砧
を
主
ざ
し
．
㍗
博
く
酒
害
に
渉
っ
て
経
義

の
眞
相
を
閑
朋
し
ょ
ξ
し
た
も
の
で
、
越
州
武
嬢
票

欝
若
琢
断
熱
弩
恵
棟
離
八
甦
年
蓬
雛
姻
堪
年

銭
大
販
蠣
艘
軌
麟
二
王
念
孫
嬬
鰻
針
蛇
弊
段
玉
舌
触
蝦
忙
計
韓
般
阪

元
難
㍊
警
徒
が
相
繊
い
で
こ
れ
を
盛
に
し
た
が
、
長

崎
の
春
景
が
多
く
こ
れ
ら
清
人
の
書
を
將
來
し
超
た
め
に

そ
の
影
響
は
我
が
…
國
の
儒
學
界
に
も
及
ん
で
、
吉
田
篁
敏

鐡
＋
（
へ
）
の
如
き
は
首
こ
し
’
し
こ
れ
を
唱
ヘ
セ
。
先
一
疋
、

榊
原
篁
洲
鞭
嚇
三
（
ト
）
や
良
野
華
陰
四
悪
七
（
チ
）
が
、
漠
唐
宋

明
の
諸
家
を
象
採
し
て
雪
裏
考
論
の
風
を
聞
き
、
次
で
片

山
兼
山
転
腱
二
（
リ
三
碧
義
二
四
（
ヌ
）
等
が
所
謂
折
衷

學
を
鼓
吹
し
た
が
、
篁
鳳
は
即
ち
金
義
の
門
入
で
、
安
永

天
閤
の
交
に
考
糠
の
學
を
樹
て
な
Q

　
か
く
し
て
蕪
難
な
折
衷
學
か
ら
一
縛
し
て
、
精
細
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
第
、
三
號
　
　
八
七
　
（
四
五
八
）


